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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　枠体と前記枠体の上側と下側に取り付けられる面材とを有し、前記枠体内に気化させた

熱媒体を通過させることにより発生した熱が伝導することにより、屋根上に堆積した雪を

解かす屋根パネルであって、

　前記屋根パネル内には、前記熱媒体を通過させるための直進部分と折り返し部分とを交

互に繰り返すことにより形成された蛇行した通路と、

　前記蛇行した通路の一端部に熱媒体を取り入れる入口と、前記蛇行した通路の他端部に

取り入れた前記熱媒体を排出する出口を備え、

　さらに、前記蛇行した通路の直進部分は、前記屋根パネルの長手方向と直角な方向に対

して傾斜しており、前記熱媒体が、下降する方向に流れる際の前記蛇行した通路の直進部

分の端部と前記蛇行した通路の折り返し部分の端部とが連結する部位の最下部にバイパス

を備えており、かつ、前記屋根パネルの形状が六角形であることを特徴とする融雪機能付

屋根パネル。

【請求項２】

　前記屋根パネルの側面の高さと幅との比率は０．００５～０．１であることを特徴とす

る請求項１に記載の融雪機能付屋根パネル。

【請求項３】

　請求項１または請求項２に記載の屋根パネルを複数並べて設置した屋根パネル集合体で

あって、
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　 前 記 屋 根 パ ネ ル の 長 手 方 向 に お い て 隣 接 し な い 最 短 位 置 に あ る 屋 根 パ ネ ル 同 士 を 、 前 記

気 化 さ せ た 熱 媒 体 及 び 前 記 液 化 し た 熱 媒 体 を 通 過 さ せ る 連 結 パ イ プ に て 配 管 す る こ と を 特

徴 と す る 融 雪 機 能 付 屋 根 パ ネ ル 集 合 体 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 太 陽 熱 の 有 効 利 用 な ど エ コ に 関 す る 分 野 、 ロ ー ド ヒ ー テ ィ ン グ や 床 暖 房 な ど

の 屋 内 外 に お け る 熱 交 換 機 器 の 技 術 分 野 、 各 種 金 属 の 製 造 加 工 に 関 す る 分 野 、 機 器 全 体 を

シ ス テ ム と し て 可 動 す る 電 子 制 御 関 連 の 分 野 、 シ ス テ ム の 熱 交 換 用 熱 媒 体 を 昇 温 す る 熱 源

の 分 野 、 建 築 用 屋 根 材 と し て 使 用 す る た め 、 建 築 基 準 の 分 野 な ど 幅 広 い 分 野 に 関 連 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 最 近 の 積 雪 に は 、 地 球 温 暖 化 な ど の 環 境 変 化 に 関 連 が 有 る の か 例 年 に な い 積 雪 の 傾 向 が

見 ら れ る 。 水 分 を 多 く 含 ん だ 雪 と 、 異 常 な 寒 波 時 に 降 り 積 も る パ ウ ダ ー 状 の 雪 が 交 互 に 重

な る よ う に 堆 積 し 、 互 い の 相 乗 効 果 で 、 亀 裂 の 入 り に く い 強 固 な 積 雪 が 見 ら れ る 。 こ の よ

う な 積 雪 に よ り 、 屋 根 の 端 末 を 巻 き 込 む よ う に 堆 積 し た 雪 が 、 屋 根 の 軒 先 部 分 に 偏 っ た 荷

重 と し て 集 中 し 、 屋 根 材 で あ る 垂 木 を 破 損 す る と い っ た 雪 害 が 近 年 頻 繁 に 起 き て い る 。 ま

た 今 後 の 日 本 が 高 齢 化 社 会 に 向 か う 事 は 避 け ら れ な い 事 実 で あ り 、 高 齢 者 の 多 い 山 間 地 域

の 実 情 や 、 軒 先 を 連 ね る 商 店 街 で の 屋 根 雪 処 理 に 対 す る 不 便 さ 等 を 考 慮 し 、 積 雪 地 域 に お

け る 、 屋 根 雪 の 融 雪 （ 消 雪 ） に 着 目 し た 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 さ ら に 、 こ の パ ネ ル を 利 用 す る こ と で 太 陽 熱 か ら 温 水 を 作 り 出 す 熱 交 換 技 術 の 分 野 、 さ

ら に は 太 陽 光 発 電 の ソ ー ラ ー パ ネ ル と 融 合 し て ソ ー ラ ー パ ネ ル に 堆 積 し た 雪 を 融 雪 す る こ

と で 積 雪 の 多 い 地 域 で の ソ ー ラ ー 発 電 の 分 野 に 貢 献 、 夏 は 発 電 パ ネ ル の 温 度 上 昇 を 抑 制 し

発 電 効 率 を 向 上 さ せ 、 か つ そ の 際 温 ま っ た 熱 源 流 体 の 熱 を 給 湯 に 利 用 す る な ど エ コ ロ ジ ー

と し て 貢 献 し 、 年 間 を 通 し て 熱 エ ネ ル ギ ー を 有 効 に 熱 交 換 が で き る 屋 根 パ ネ ル と す る こ と

が で き る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ２ ７ ２ ４ ２ ９ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ４ ０ ０ ３ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 特 許 文 献 １ の 技 術 に よ れ ば 、 融 雪 の た め に 温 水 を 圧 送 す る ポ ン プ と 散 水 管 に 接 続 さ れ た

縦 配 管 の 内 部 に 水 が 滞 留 す る た め 外 気 温 度 が 氷 点 下 に 達 し た 場 合 に 凍 結 す る 。 そ の た め 、

融 雪 装 置 及 び 連 結 管 類 が 凍 結 に よ り 破 損 す る 、 も し く は 破 損 し な い に し て も 、 熱 源 流 体 の

通 過 路 が 凍 結 水 （ 氷 ） に よ り 遮 断 さ れ 、 融 雪 装 置 と し て 、 機 能 し な く な る 事 が 考 え ら れ る

。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 特 許 文 献 ２ の 技 術 に よ れ ば 、 屋 根 全 体 に 熱 伝 導 が 行 き 渡 り に く く 、 屋 根 面 全 体 を 均 一 に

融 雪 （ 消 雪 ） す る 事 は 困 難 で 、 部 分 的 に 雪 が 屋 根 上 に 残 り す べ て の 雪 を 融 か す た め 熱 伝 導

が 比 較 的 に 遠 い 部 分 ま で 熱 配 分 す る た め に は 時 間 が か か り 、 過 大 な エ ネ ル ギ ー が 必 要 に な

る 。 さ ら に 、 特 許 文 献 １ も 特 許 文 献 ２ も 屋 根 と は 別 に 施 工 し た 融 雪 装 置 で あ り 、 施 工 状 態

に お い て 本 来 の 屋 根 と は 別 の 部 材 が 取 り 付 く た め 美 観 が 損 な わ れ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 枠 体 と 前 記 枠 体 の 上 側 と 下

側 に 取 り 付 け ら れ る 面 材 と を 有 し 、 前 記 枠 体 内 に 気 化 さ せ た 熱 媒 体 を 通 過 さ せ る こ と に よ
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り 発 生 し た 熱 が 伝 導 す る こ と に よ り 、 屋 根 上 に 堆 積 し た 雪 を 解 か す 屋 根 パ ネ ル で あ っ て 、

前 記 屋 根 パ ネ ル 内 に は 、 前 記 熱 媒 体 を 通 過 さ せ る た め の 直 進 部 分 と 折 り 返 し 部 分 と を 交 互

に 繰 り 返 す こ と に よ り 形 成 さ れ た 蛇 行 し た 通 路 と 、 前 記 蛇 行 し た 通 路 の 一 端 部 に 熱 媒 体 を

取 り 入 れ る 入 口 と 、 前 記 蛇 行 し た 通 路 の 他 端 部 に 取 り 入 れ た 前 記 熱 媒 体 を 排 出 す る 出 口 を

備 え 、 さ ら に 、 前 記 蛇 行 し た 通 路 の 直 進 部 分 は 、 前 記 屋 根 パ ネ ル の 長 手 方 向 と 直 角 な 方 向

に 対 し て 傾 斜 し て お り 、 前 記 熱 媒 体 が 、 下 降 す る 方 向 に 流 れ る 際 の 前 記 蛇 行 し た 通 路 の 直

進 部 分 の 端 部 と 前 記 蛇 行 し た 通 路 の 折 り 返 し 部 分 の 端 部 と が 連 結 す る 部 位 の 最 下 部 に バ イ

パ ス を 備 え て お り 、 か つ 、 前 記 屋 根 パ ネ ル の 形 状 が 六 角 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 融 雪 機

能 付 屋 根 パ ネ ル で あ る こ と を 発 明 の 要 旨 と し た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 前 記 屋 根 パ ネ ル の 側 面 の 高 さ と 幅 と の 比 率 は ０ ． ０ ０ ５

～ ０ ． １ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 融 雪 機 能 付 屋 根 パ ネ ル で あ る こ と を 発

明 の 要 旨 と し た 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 屋 根 パ ネ ル を 複 数 並 べ て 設 置 し た 屋 根 パ ネ ル 集 合 体 で あ

っ て 、 前 記 屋 根 パ ネ ル の 長 手 方 向 に お い て 隣 接 し な い 最 短 位 置 に あ る 屋 根 パ ネ ル 同 士 を 、

前 記 気 化 さ せ た 熱 媒 体 及 び 前 記 液 化 し た 熱 媒 体 を 通 過 さ せ る 連 結 パ イ プ に て 配 管 す る こ と

を 特 徴 と す る 融 雪 機 能 付 屋 根 パ ネ ル 集 合 体 で あ る こ と を 発 明 の 要 旨 と し た 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 、 枠 体 と 前 記 枠 体 の 上 側 と 下 側 に 取 り 付 け ら れ る 面 材 と を 有 し 、 前 記 枠 体 内 に

水 道 水 を 通 過 さ せ る こ と に よ り 前 記 水 道 水 を 太 陽 熱 に よ り 温 水 に す る 屋 根 パ ネ ル で あ っ て

、 枠 体 内 に 設 け ら れ た 水 道 水 を 通 過 さ せ る 通 路 と 、 前 記 通 路 の 一 端 部 に 、 水 道 水 を 取 り 入

れ 、 か つ 、 水 道 水 を 排 出 す る た め の 穴 を 備 え 、 前 記 通 路 の 他 端 部 に 、 前 記 通 路 か ら 水 道 水

を 排 出 し 、 か つ 、 水 道 水 を 取 り 入 れ る た め の 穴 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 屋 根 パ ネ ル と し

た 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 は 、 枠 体 内 に 設 け ら れ た 熱 媒 体 を 通 過 さ せ る 通 路 は 、 前 記 屋 根 パ ネ ル 内 を 蛇 行 し

て お り 、 か つ 、 蛇 行 し た 通 路 に バ イ パ ス １ １ （ 図 ２ 参 照 ） を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 屋 根

パ ネ ル と し た 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 は 、 屋 根 パ ネ ル を 複 数 並 べ て 配 置 し た 屋 根 パ ネ ル 集 合 体 で あ っ て 、 屋 根 パ ネ ル に

水 道 水 を 取 り 入 れ る た め の 穴 と 前 記 屋 根 パ ネ ル と 隣 接 し な い 屋 根 パ ネ ル の 水 道 水 を 排 出 す

る た め の 穴 と を 連 結 パ イ プ に て 連 結 す る こ と を 特 徴 と す る 屋 根 パ ネ ル 集 合 体 と し た 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 は 、 融 雪 パ ネ ル （ 放 熱 板 ） の 形 状 や 構 造 及 び 材 質 に 特 殊 技 術 を 駆 使 し 、 屋 根 材 と

し て 組 み 立 て ら れ る 組 付 け 手 順 の 構 築 、 且 つ 融 雪 パ ネ ル そ の も の が 屋 根 材 と し て 使 用 で き

る 形 状 や 構 造 及 び 材 質 を 選 択 し 、 且 つ メ ン テ ナ ン ス に 対 応 し 、 一 枚 単 位 で 屋 根 上 ど の 場 所

で も 、 取 り 外 し 可 能 と し た 融 雪 パ ネ ル と し て 作 り 上 げ た 。 融 雪 の 機 能 を 備 え 、 か つ 、 建 築

物 の 屋 根 と し て の 使 用 に も 十 分 に 耐 え ら れ る 融 雪 パ ネ ル す な わ ち 融 雪 性 能 を 備 え た 屋 根 パ

ネ ル の 複 合 体 と し た 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 屋 根 材 と し て 使 用 す る 融 雪 パ ネ ル 内 の 蛇 行 す る 熱 源 流 体 の 通 過 路 に 排

水 用 の バ イ パ ス １ １ （ 図 ２ 参 照 ） を 設 け た 事 に よ り 、 融 雪 終 了 時 の パ ネ ル が 屋 外 外 気 温 の

影 響 を 受 け 氷 点 下 に 到 達 す る 、 こ の と き 蛇 行 し た 放 熱 版 内 に 、 再 液 化 し た 水 が 溜 ま り そ れ

ら が 凍 結 す る こ と が な く な り 、 凍 結 不 凍 帯 ま で 降 水 す る 。 し た が っ て 屋 根 材 と し て 使 用 す

る 融 雪 パ ネ ル の 凍 結 破 損 を 回 避 で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 さ ら に 、 熱 源 流 体 を 帯 状 に 蛇 行 通 過 さ せ る 事 に よ り 、 融 雪 時 の パ ネ ル 面 全 体 が 均 等 に 加

熱 さ れ 、 か つ 熱 伝 導 量 を 均 一 化 す る こ と が で き る よ う に な っ た 。 こ れ に よ り 屋 根 面 の 融 雪
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量 が 均 等 に な り 、 融 雪 さ れ な い 箇 所 が な く な る 。 従 っ て 融 雪 時 の 空 洞 化 に よ る 残 雪 が 起 こ

り に く く な っ た 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 屋 根 材 と し て 使 用 す る 融 雪 パ ネ ル 内 に 排 水 用 の バ イ パ ス を 設 け た 事 に

よ り 、 融 雪 開 始 時 の 熱 源 流 体 通 過 時 に 熱 源 流 体 の 先 端 部 に か か る 過 剰 圧 力 を 一 時 的 バ イ パ

ス 側 へ 逃 が し な が ら 進 む 事 に な る 。 そ の こ と に よ り 、 熱 源 流 体 の 通 過 抵 抗 を 弱 め 、 通 過 を

円 滑 に す る こ と が で き た 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 屋 根 材 と し て 使 用 す る 融 雪 機 能 付 屋 根 パ ネ ル の 形 状 を 六 角 形 状 に す る

と と も に パ ネ ル の 設 置 方 法 を 千 鳥 状 に 配 置 （ 配 列 ） す る 事 に よ り 、 施 工 上 の 接 続 性 や メ ン

テ ナ ン ス 性 を 容 易 に す る ば か り で な く 、 熱 伝 導 の 遅 れ や す い 接 続 部 分 へ 、 融 雪 水 が 合 流 し

接 続 部 分 に 集 中 し て 流 れ る こ と に よ り 、 消 雪 を 補 助 で き る ば か り で な く 、 加 熱 さ れ た 鏡 面

の 熱 が 奪 わ れ に く く な る 効 果 が 得 ら れ た 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 且 つ 融 雪 パ ネ ル の 形 状 を 六 角 形 状 と し た 事 に よ り 、 融 雪 水 が 融 雪 機 能 付 屋 根 パ ネ ル の 下

端 へ 集 中 し 接 合 部 を 流 れ る こ と に な る 。 そ の こ と に よ り 、 融 雪 パ ネ ル 鏡 面 に 雪 中 の 黄 砂 や

水 垢 等 の 付 着 量 が 少 な く な り 鏡 面 の 汚 れ を 最 小 限 に 減 ら す こ と が で き た 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 屋 根 材 と し て 使 用 す る 融 雪 パ ネ ル の 全 体 形 状 に つ い て 熱 源 流 体 の ヒ ー

ト パ イ プ 内 （ 放 熱 板 内 ） を 熱 源 流 体 が 帯 状 に 通 過 移 動 さ せ る 。 こ の た め 、 融 雪 パ ネ ル の 側

面 の 幅 を 、 放 熱 板 部 の 接 続 管 取 り 付 け 位 置 か ら 下 流 方 向 に 対 し 、 で き る 限 り 表 面 に 対 し 平

行 な 扁 平 状 と す る こ と で ヒ ー ト パ イ プ と し て の 放 熱 面 積 を 広 く 過 大 に す る こ と が で き た 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 融 雪 使 用 時 の 装 置 全 体 の 一 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 融 雪 機 能 付 屋 根 パ ネ ル 本 体 の 正 面 透 し 図 、 及 び 側 面 図 他 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 屋 根 パ ネ ル 複 合 状 態 敷 設 全 体 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 融 雪 機 能 付 屋 根 パ

ネ ル の 融 雪 時 に お い て の 略 式 全 体 図 で 、 熱 源 流 体 が 流 れ て ゆ く 工 程 を 表 し 、 本 発 明 に 係 る

融 雪 使 用 時 の 装 置 全 体 を 示 し て い る 。 １ の 蒸 気 ボ イ ラ ー よ り 発 生 し た 蒸 気 を 、 ５ に 示 す 往

き 配 管 に よ り ２ の 融 雪 パ ネ ル へ 送 り 、 ４ の 連 結 管 を 通 過 し 、 ３ の 戻 り 側 融 雪 パ ネ ル を 通 過

し 、 ６ の 戻 り 側 配 管 を へ て 、 ８ の 熱 源 流 体 貯 留 タ ン ク に 戻 す 。 ８ の 地 下 受 水 槽 は 凍 結 不 凍

帯 に 敷 設 し 、 あ ら か じ め 水 道 水 が 一 定 量 保 持 し て あ る 構 造 と し 、 戻 り 蒸 気 を 再 液 化 さ せ る

。 そ の 水 を 再 び ９ の ポ ン プ に よ り １ の ボ イ ラ ー へ 送 る 。 こ れ ら の 一 連 の サ イ ク ル を 繰 り 返

す 事 に よ り 、 屋 根 上 の 雪 を 融 雪 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る 融 雪 機 能 付 屋 根 パ ネ ル で 、 そ の 本 体 の 平 面 図 を 裏 面 で 蛇 行 す る 熱

源 流 体 の 通 路 を 短 点 線 で 透 視 で き る よ う に し た 図 面 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ２ の 排 水 用 バ イ パ ス １ １ が 、 設 置 さ れ た こ と に よ り 、 融 雪 開 始 時 の 熱 媒 体 通 過 時 に 熱

媒 体 の 先 端 部 に か か る 過 剰 圧 力 を 一 時 的 に バ イ パ ス １ １ 側 へ 逃 が し な が ら 進 む 事 に な る 。

そ の こ と に よ り 、 熱 媒 体 の 通 過 抵 抗 を 弱 め 通 過 を 円 滑 に す る こ と が で き た 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ３ は 、 図 ２ の 屋 根 パ ネ ル を 、 屋 根 材 と し て 複 数 枚 取 り 付 け た 状 態 図 で 、 屋 根 と し て 千

鳥 状 に 敷 設 し た 状 態 で 一 部 裏 面 を 蛇 行 す る 熱 源 流 体 の 通 路 を 短 点 線 で 透 視 で き る よ う に 記

載 し て あ る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 本 発 明 の 実 施 は マ イ ナ ス ５ 度 の 室 温 で 自 然 雪 を 使 用 し て 実 際 に 融 雪 を 行 っ た 。 表 面 を ３

ミ リ の ス テ ン レ ス 版 を 使 用 し 、 熱 源 流 体 は 軟 水 を 使 用 、 熱 源 は プ ロ パ ン で 小 型 の 蒸 気 ボ イ

ラ ー を 使 用 し た 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 屋 根 パ ネ ル が 間 口 に ４ 列 奥 行 ４ 列 取 り 付 け ら れ る 大 き さ の 屋 根 を 作 り （ 図 ３ 参 照 ） 垂 木

を 敷 設 そ の 上 に 、 野 地 板 に 見 立 て た 透 明 の ア ク リ ル 板 を 取 り 付 け た 。 屋 根 に 敷 設 し た 屋 根

パ ネ ル を 市 販 の 架 橋 ポ リ エ チ レ ン （ 耐 熱 ） で 配 管 接 続 し 、 パ ネ ル 内 に 蒸 気 を 送 り 込 む こ と

に よ り 融 雪 し た 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 発 明 に 係 る 融 雪 使 用 時 の 装 置 全 体 ２ の 融 雪 機 能 付 屋 根 パ ネ ル が 今 回 の 特 許 出 願 の 集 約

部 分 で 、 こ れ 自 体 を 屋 根 材 と し て 使 用 し 、 屋 根 に 千 鳥 状 に 敷 設 し た 。 ８ に 貯 留 し て あ る 水

道 水 を ９ の 加 圧 ポ ン プ に よ り 加 圧 し 、 １ の 蒸 気 ボ イ ラ ー に 送 る 。 １ で 発 生 さ せ た 水 蒸 気 を

、 ５ に 示 す 往 き 配 管 に よ り ２ の 融 雪 パ ネ ル へ 送 り 、 ４ の 連 結 管 を 通 過 し 、 ３ の 戻 り 側 融 雪

パ ネ ル を 通 過 し 、 ６ の 戻 り 側 配 管 を へ て 、 ８ の 熱 源 流 体 貯 留 タ ン ク に 戻 す 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 １ ６ 枚 の 屋 根 パ ネ ル 上 に 自 然 雪 が ３ ０ セ ン チ 堆 積 し た 状 態 か ら 融 雪 作 業 を 開 始 し た 。 図

１ の 配 管 経 路 の 状 態 に し た 、 ガ ス 小 型 蒸 気 発 生 器 を 使 用 し 、 発 生 し た 蒸 気 を 通 過 さ せ 融 雪

を 試 み た 結 果 、 気 温 マ イ ナ ス ５ 度 の 室 温 の 条 件 下 の も と 、 融 雪 が 完 了 し た 。 融 雪 面 積 約 ２

０ 平 米 を 融 雪 し お よ そ １ 時 間 後 に 融 雪 が 完 了 し た 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 １ ・ ・ 蒸 気 ボ イ ラ ー

　 ２ ・ ・ 融 雪 機 能 付 屋 根 パ ネ ル

　 ３ ・ ・ 戻 り 融 雪 機 能 付 屋 根 パ ネ ル

　 ４ ・ ・ 接 続 管

　 ５ ・ ・ 往 き 配 管

　 ６ ・ ・ 戻 り 配 管

　 ７ ・ ・ 雨 水 管

　 ８ ・ ・ 熱 源 流 体 貯 留 タ ン ク

　 ９ ・ ・ 加 圧 ポ ン プ

　 １ １ ・ ・ 排 水 用 バ イ パ ス

　 １ ３ ・ ・ 雪 止 め

　 １ ４ ・ ・ 雨 樋
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【 図 １ 】



(7) JP  5474884  B2  2014.4.16

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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